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石川県は先祖から受け継いできた里山里海と

それらに調和した人々の暮
く

らし、そしてこれらを

保全するために、金沢大学、国連大学高等研究所

いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット、

そして県内各市町と連
れん

携
けい

しながら、里山里海を守

る県民運動を展開することにしています。

そこで 200�（平成 20）年は里山里海国際交流

フォーラムを開催し、その主体事業として「能登

エコ･スタジアム 200�」を実施しました。当セン

ターはこの中の「能登エクスカーション」に参加・

協力することになり、「能登の里海エクスカーショ

ン」を受け持ちました。このエクスカーションは

海岸と浅い海、すなわち里海の生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

と持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な利用をテーマとすることにしました。行
こう

程
てい

と訪
ほう

問
もん

の目的を下表に示します。1泊 2日の日

程で参加費は 9,300 円、定員は 30名で募集が行

われました。参加者には 1泊 2食の宿泊費と両

日の昼食、参加保険料を負
ふ

担
たん

していただき、主催

事務局は JR金沢駅から翌日の「総
そう

括
かつ

フォーラム」

までの移動用のバスと各施設の利用料・体験学習

費を提
ていきょう

供することになりました。参加者とは別

に、のとスノーケリング研究会「海もぐら」の川

原	英
えい

さんに同行してもらい、写真の撮影等をお

願いしました。最終的な参加者は22名でした。

最初は本州の日本海沿岸で唯
ゆい

一
いつ

、環
かん

境
きょう

省
しょう

に

より「シギ・チドリ類の重
じゅうよう

要渡
と

来
らい

地
ち

」に指定さ

れているかほく市の高
たか

松
まつ

海岸に立ち寄りました。

波打ち際では引き波で砂の表面に姿を現したナ

ミノリソコエビが必死で砂中に潜
もぐ

ろうとする姿

が観察できます。本誌第 2�号でも紹介しました

ように、シギ・チドリ類はシベリアからオースト

ラリアまで、地球のおよそ 3分の 2を移動する

渡り鳥で、ナミノリソコエビは飛来しているシギ・

チドリ類の大切なエサになっています。もしかし

たら、渡りに必要な栄養を補
ほ

給
きゅう

するために、わ

ざわざこの高松海岸に飛
ひ

来
らい

しているのかもしれ

ません。当センターは 2007（平成 19）年以降、

春と秋のシギ・チドリ類の渡りの季節にナミノリ

ソコエビの生息量を調べています。

この日は当センターの福
ふく

島
しま

専門員がモニタリ

ング調査を行うことができたので、参加者に調査

の方法やナミノリソコエビの現物を見ていただ

くことができました。僅
わず

か一
ひと

握
にぎ

り程の砂の中に

沢山のナミノリソコエビが潜
ひそ

んでいることを目
ま

の当
あ

たりにでき、歓
かん

喜
き

の声さえ聞こえました。高

松海岸は身近な海岸ですが、野生生物の営みと砂

浜海岸の生物多様性を実感できる好
こう

適
てき

地
ち

です。

次に訪れたのは穴
あな

水
みず

町
まち

中
なか

居
い

の能登中
なか

居
い

鋳
い

物
もの

館
かん

です。中居は平安時代の終わり頃から昭和初期ま

での約 770 年間、全国屈
くっ

指
し

の鋳物（鉄器）の生

産地で、特に江戸時代には加
か

賀
が

藩
はん

の保
ほ

護
ご

・統
とう

括
かつ

の下、製塩用の平
ひら

釜
がま

の生産で活気を呈
てい

していま

した。この地にこの特殊産業が発達した要因は、

①原料の磁
じ

鉄
てっ

鉱
こう

が近辺で産出したこと、②沢山の

薪
まき

を入手しやすかったこと、③重い鉄製品でも北

前船を使って輸送できたこと、などに恵まれたた

能登エコ･スタジアム 2008 能登の里
さ と

海
う み

エクスカーションの実施
―生物多様性条約第 10 回締約国会議（COP10）に向けての取り組み―

坂井 恵一

	 時間 訪問地と主な目的 解説者	
14 日（日曜日）	集合：JR金沢駅；午前 9時出発
 9 時 30 分 かほく市高松海岸 【シギ・チドリ類の飛来地とナミノリソコエビの観察】 福島広行氏
 11 時 00 分 穴水町の能登中居鋳物館 【揚浜式製塩に使われた鋳物（鉄鍋）の見学】 久下奈利子氏
 13 時 30 分 輪島市千枚田 【名舟集落の里山里海の再生に向けた取り組み】 小引松男氏
 14 時 00 分 珠洲市の奥能登塩田村 【能登に伝わる揚浜式製塩の体験】 
 17 時 00 分 曽々木民宿横岩屋で食談義 【能登の里山里海の暮らし、文化・歴史他】 藤平朝雄氏
	15 日（月曜日）	宿舎を 8時 20 分出発 
 9 時 00 分 真脇遺跡縄文館 【長期集落の形成要因と鯨類（イルカ）の利用】 新出直典氏
 10 時 00 分 のと海洋ふれあいセンター 【藻塩と土器製塩の体験、その解説】 加藤三千雄氏
 12 時 00 分 金沢大学里山里海自然学校 【地元食材を使った「へんざえもん」で昼食】 
 13 時 30 分 珠洲市内 【総括フォーラムに合流】
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めのようです。当然、この中居の歴代の人々の努

力も忘れてはなりません。

輪島市内で昼食を取った後、棚
たな

田
だ

の代表地「千

枚田」を眺
なが

めながら、名
な

舟
ぶね

里山里海プロジェクト

リーダーの小
こ

引
びき

松
まつ

男
お

氏に、この地（名舟町）の歴

史と里山里海の再生に向けた取り組み、現状と問

題点等を解説していただきました。その後、珠洲

市仁
に

江
え

海岸にある「奥能登塩田村」に向いました。

能登では昭和 30年代まで、各地の海岸部で揚
あげ

浜
はま

式
しき

製塩が行われていました。製塩は瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

一帯や三
み

河
かわ

地方で特に盛んに行われていました

が、これらは全て入
いり

浜
はま

式
しき

製塩でした。潮の干
かん

満
まん

差
さ

を利用し、満ち潮のときに海水を塩田に導
みちび

き入

れ、その後はため池状にして水分を自
し

然
ぜん

蒸
じょう

発
はつ

さ

せ、濃
のう

度
ど

の高い海水（潅
かん

水
すい

）を得る方法です。一

方、干満差の小さい能登では、桶
おけ

で汲
く

んだ海水を

担
かつ

いで運び、砂を敷
し

き広げた塩田にまき、太陽と

風の力で水分を蒸発乾
かん

燥
そう

させます。その後砂を集

め、結
けっしょう

晶となっている塩を海水で溶
と

かして潅水

を得ます。いずれの方法も最後は潅水を火で煮
に

詰
つ

めて塩をつくります。能登で製塩が盛んだったの

は、①平野が少なく、大きな川もなかったので好

都合であった、②薪が入手しやすかった、そして、

③中居で平釜が造られていた、ことなどが上げら

れます。

ここを訪れたのは製塩体験が目的です。到着早

速、作業手順の説明を受けてから全員裸
はだし

足で塩田

に入りました。そして、早朝から海水を撒
ま

いて天

日で乾燥させた砂集めから始め、その砂は板を組

み合わせて作った箱の中に詰め込みました。砂集

めが終わる頃には有志が海水を汲みに海岸に向

かい、約 30リットルは入る桶 2個を担いで塩田

に戻
もど

ってきました。その海水を板箱の砂の上から

注ぐと、塩分濃度約 20%の潅水が箱の下の樋
とい

か

ら出てきました。最後に明日の作業準備のため、

板箱の中の砂を塩田に均等に敷
し

き広げて作業修

了となりました。約 2時間の体験でしたが、参

加者には結構きつかったようです。この後、潅水

は煮詰められるのですが、この新しい施設ではス

テンレス製の大鍋が使われていました。もちろん

以前は穴水中居の鋳物鍋が使われていたとのこ

とでした。

その日は曽々木の民宿横
よこ

岩
いわ

屋
や

さんに泊りまし

た。史
し

跡
せき

名
めい

勝
しょう

の曽々木海岸の窓
まど

岩
いわ

が直ぐ目の前

です。その日は西の空を茜
あかねいろ

色に染めて沈む夕日

が鑑
かんしょう

賞できました。

夕食は能登半島広域観光協会相談役の藤
ふじ

平
ひら

朝
あさ

雄
お

氏を講師に迎え、食
しょく

談
だん

義
ぎ

を行いました。藤平

さんから能登の①塩造り、②祭り、③農業と炭焼

き、酒造り（杜
と

氏
うじ

）、④輪
わ

島
じま

塗
ぬり

、そして⑤舳
へ

倉
ぐら

島
じま

と海
あ

士
ま

の漁業等など、能登における人の暮らし、

文化・歴史について語っていただきました。宿泊

した曽々木は揚浜製塩が最も盛んに行われてい

た場所の一つで、夏の約 100 日間、炎天下で作

福島専門員の解説を聞き入る参加者

中居鋳物館の正面玄関にある製塩用の平釜

藤平朝雄氏（上左）を囲んでの食談義の一場面
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業が続けられていました。塩は貴重な食料であり、

野菜や魚介類の貯
ちょ

蔵
ぞう

原料でした。また、薪の手配

は里山の良好な管理に結びつきます。能登の塩造

りと鋳物産業は良好な里山の環境と生物多様性

を維持していたのです。つい最近まで、能登では

里山と里海が一体となって適
てき

切
せつ

に管理され、活用

されていたことを藤平さんから教えていただき

ました。

次の日、能登町真
ま

脇
わき

にある真
ま

脇
わき

遺
い

跡
せき

縄
じょう

文
もん

館に

向かいました。真脇遺跡でも一時的に集落が途
と

絶
だ

えた時代が数回あったようですが、概ね約 4,000

年間、縄文人が暮らしていた遺跡です。しかも、

大量のイルカ類の骨が出土しました。ここでは山

と海の幸が縄文人の狩
しゅ

猟
りょう

生
せい

活
かつ

を支えていたので

す。

次ぎにのと海洋ふれあい当センターを訪れ、土
ど

器
き

製
せい

塩
えん

の体験を行いました。素
す

焼
や

きの土器に濃い

海水を入れ、薪を使って煮詰めるのです。当セン

ターの敷
しき

地
ち

周辺で行われていた土器製塩は縄文

時代から平安終期頃まで続いていたようですが、

鋳物の鍋が現れると途
と

端
たん

に姿を消したようです。

また、潅水を得るのに海藻が用いられたことも

あったらしく、この方法で造った塩は藻
も

塩
しお

と呼ば

れています。塩をつくるのにも土器を焼くのにも、

やはり薪が必要です。海に面し、直ぐ後背に山と

森が迫っている当センター周辺は、土器製塩に最

適な場所の一つであったことがうかがい知れま

す。なお、藻塩と土器製塩に関する解説は能登町

宇出津の酒
さか

垂
たる

神
じん

社
じゃ

宮
ぐう

司
じ

である加藤三千雄氏にお

願いしました。

最後は珠洲市三
み

崎
さき

町
まち

にある金沢大学の里山里

海自然学校を訪れ、施設と展示物の見学をしまし

た。そして、周辺のご婦人方が組織運営する「へ

んざえもん」で昼食をいただきました。赤い御
ご

膳
ぜん

に盛り付けられたご飯と味噌汁、お煮しめと山
さん

菜
さい

の漬物は、素
そ

朴
ぼく

ですが“もてなしの心”を強く感

じとることができました。そしてその後、最終的

目標である総
そう

括
かつ

フォーラムに臨みました。

能登における公設の博物館やその類似施設は

地域の自然や文化・歴史を展示し、体験学習を提

供しています。今回は訪問できませんでしたが、

輪島市の北前船資料館や漆
しつ

芸
げい

美術館、珠洲市の珠

洲焼資料館もあります。また、志賀町の増
ます

穂
ほ

ヶ
が

浦
うら

は小さな貝類が豊富に打ち上がり、多くの訪問者

が海の生物多様性を実感できる海岸です。各施設

や海岸は直接関係がないようにも感じられます

が、里山里海をテーマとすると状況は変わります。

お互いが連
れん

携
けい

を深めれば、大きな可能性が生まれ

るはずだと感じました。

なお、「能登エコ･スタジアム 200�」の詳細に

ついては報告書が発行されていますので、事務局

（076-264-5270）にお問い合わせください。

(普及課長）

真脇遺跡縄文館で展示解説を聞き入る参加者

のと海洋ふれあいセンターにおける土器製塩

地元食材でつくられた「へんざえもん」の昼食
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あら鍋の“あら”はクエ
福島 広行

ヤドカリ学級～地域の達人にまなぶ～
東出 幸真

トピックス

テレビ番組などで超高級鍋
なべ

として紹介される

あら鍋の“あら”は、体長 �0cmにもなるスズキ

目ハタ科のクエのことです。

クエは、メスからオスへと性
せい

転
てん

換
かん

する魚で、千

葉県以南の太平洋沿岸では秋頃にタイドプール

などで幼魚が見つかるそうです。ここ能登では、

体長60cm位までのものが希
まれ

に漁獲されるものの、

幼魚の採集や観察の記録はありませんでした。こ

のため、能登周辺では性転換するまでには成長出

来ず、繁
はん

殖
しょく

も行えないことから幼魚も見つから

ないのだと考えられていました。

10 月 17 日、磯の観察路を 巡
じゅん

回
かい

していた際、

タイドプールコースの奥まったところで全長5cm

ほどの見
み

慣
な

れない魚を 1尾見つけました。その

後、何度となく手ダモによる採集を試みては失敗

に終わってしまいましたが、意を決した 10月 30

日、ウェットスーツを身にまとい、大きな角
かく

網
あみ

の

二
に

刀
とう

流
りゅう

で悪
あく

戦
せん

苦
く

闘
とう

すること約 30分、ようやく

捕らえた獲物はこのクエの幼魚でした。今回採集

した幼魚は、卵または浮
ふ

遊
ゆう

稚魚の段階で南の海か

ら海流によって運ばれ、偶然磯の観察路に定着し

たものと考えています。しかし、もしかしたら能

登にもオスの巨
きょ

魚
ぎょ

がいて、繁殖が行われているの

かも知れません。	 （普及課専門員）

のと海洋ふれあいセンターでは、身近な海の自

然と生きものや人間と海とのかかわりなどにつ

いて理解と関心を深めていただきたく、普及啓発

の一つとして、ヤドカリ学級を開催しています。

本年度は「ところてんづくり！」や「ヤドカリ

のひっこし！」といったテーマで、主にセンター

職員が観察や実験などを行ってきましたが、近隣

地域の方々と協
きょうどう

働で開催する取り組みをはじめ

ることにしました。その手始めとして1月に「イ

カ」をテーマに行いました。

当センターに隣接する能登町小木港は中型イ

カ釣り船の母港として有名で、漁獲されたスルメ

イカは町の特産品のひとつにもなっています。体

の特徴や漁獲方法の変
へん

遷
せん

などの解説をセンター

職員が行いました。その後、「イカめし」作りを

小木校下婦人会会長の橋
はし

本
もと

洋
よう

子
こ

氏にお願いしま

した。特産地の達人ならではの“コツ”を交えて

解説していただき、参加者からは好
こうひょう

評をいただ

きました。指導された橋本氏からも地域の産品の

PRが出来てうれしかったとのお言葉をいただき

ました。

今後も地域の方々のご協力を得ながら、プログ

ラムの企画を行う予定です。

（主任技師）イカめし作りを手ほどきする橋本さん（左手前）

採集時と飼育後（右下）の体色の違いに注目
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川で見つかる生きものには、川で生まれ、海で

成長し、産卵のために再び川に戻るサケやシロウ

オなどの遡
そ

河
か

回
かい

遊
ゆう

魚
ぎょ

。海で生まれ、川で成長し、

産卵のために再び海に戻るウナギやカマキリな

どの降
こう

河
か

回遊魚。そして、川で生まれ、すぐに海

に下り、産卵とは無関係に再び川に戻って生活す

るアユやヨシノボリ類などの両
りょうそく

側回遊魚がいま

す。今回は、奥能登で初確認となったサケの幼魚

の採集記録について紹介します。

サケの調査を行ったのは、輪島市、珠洲市、能

登町の 1�河川で、春と秋に行いました。河川ご

とに上流、中流、下流を手ダモ、カク網を使い、

石や岩、ヨシの陰を探し、投
と

網
あみ

で早
はや

瀬
せ

や淵
ふち

で採

集を行いました。たくさんの川を調査すると、生

きものがたくさんいる川や少ない川がありまし

た。川底にゴミやヘドロがたまっている川、河川

改
かい

修
しゅう

で川底がコンクリートで固められて石や岩

がほとんどない川には生きものが少なく、水が透

き通った川や魚道が整備され、生きものに優しい

河川改修がなされた川には生きものが多く住ん

でいました。その中でも平成 20年 3月の春の調

査で、輪島市の町
まち

野
の

川、河
かわら

原田
だ

川、八
はっ

ヶ
か

川、珠洲

市の若
わか

山
やま

川、能登町の松
まつ

波
なみ

川でサケの幼魚を採集

できました。このうち、河原田川では 3月 21日

に輪島市の大
おお

屋
や

小学校の生徒が育てた約 200 匹

の幼魚が放流されていますが、この川の調査は 3

月 12日に行なっているので、採集したものは放

流されたものではなく、この川で孵
ふ

化
か

したものだ

と思われます。そして平成 20年 11 月の秋の調

査では、能登町の九
く

里
り

川
かわ

尻
しり

川で親魚を確認し、12

月には珠洲市の竹
たけ

中
なか

川で、産卵を終えて弱ってい

たメスのサケを採集することができました（もち

ろん、特別採捕許可を得ています）。

奥能登では、石川県の調査により、輪島市の河

原田川、町野川、阿
あ

岸
ぎし

川で親魚が確認され、サケ

が遡
そじょう

上する川とされていました。一方、我々の

聞き取り調査により、能登町の九里川尻川、珠洲

市の竹中川、そして輪島市の西
にし

二
ふた

又
また

川、仁
に

岸
ぎし

川で

もサケが遡上しているとの情報を得ていました。

今回、サケの幼魚が採集されたことで奥能登の河

川でもサケが産卵に適した場所まで川を上り、産

卵していることがわかりました。そして、生み出

された卵は孵化し、そして幼魚も生活できること

がわかりました。もしかしたら、能登の川で産ま

れたサケが海へ下り、オホーツク海やベーリング

海、アラスカ湾へと約 4年の長い長い旅を経
へ

て、

産まれ育った母川に帰って来て、繁殖をくり返し

ている可能性がとても大きくなりました。

今回の調査により、幼魚や親魚を確認できな

かった輪島市の阿岸川と仁岸川、西二又川でも遡

上しているなどの目撃情報もあるので、おそらく

奥能登の中規模以上の川で、サケが自然繁殖して

いると思われますので、これからも調査を続けた

いと考えています。

そして生きもの達に優しい護岸・魚道整備、地

域住民の河川美化活動の継続により、これからも

ずっとサケが母川に帰り、自然繁殖を続けてくれ

ることを願っています。	 （総務課主事）

サケが自然繁殖している奥能登の川
―産卵をおえたメス親と海へ下る直前の幼魚を確認―

横井 将大

輪島市の町野川で採捕したサケの幼魚

珠洲市の竹中川で採捕した産卵を終えたサケのメス
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石川県の奥能登地域は、標高 500m未満の 丘
きゅう

陵
りょう

地や山地が大半を占めています。また、海岸

線は断
だん

崖
がい

絶
ぜっ

壁
ぺき

が続き、海岸線から標高 100mの水

平距離は 1km未満が主体となっています。この

ため、奥能登全体が里山であり里海でもあるとい

う特色を持っています。能登の人々にとって身近

な里海は、四季折々に多彩な恵みをもたらし、雄
ゆう

大
だい

な景観は心に安らぎを与えてくれるかけがえ

のない財
ざい

産
さん

です。しかし、経済の進
しん

展
てん

とともに人

間の生活様式が様
さま

変
が

わりするのに伴い、地球温
おん

暖
だん

化
か

の波がじわじわと忍びよっているのです。また

海では、海洋ゴミが環日本海域のみならず地球規

模の大きな課題になるなど、地球環境の急激な悪

化が懸
け

念
ねん

されています。そこで、日本海における

魚類相の変
へん

遷
せん

から見た地球温暖化の兆
ちょうこう

候に注
ちゅうし

視

し、その防止に向けた意識の高
こう

揚
よう

を図るととも

に、海洋ゴミの現状についての理解と関心を深め

ていただくことを目的とした「海への感謝 in 能

登～海から地球温暖化を探る･そして海をクリー

ンに～」を9月 27日（土）に開催しました。

まず、第 1部として京都大学フィールド科学

教育研究センター舞
まい

鶴
づる

水産実験所の准
じゅん

教
きょう

授
じゅ

で

ある益
ます

田
だ

玲
れい

爾
じ

先生を招
まね

き、「日本海食う寝
ね

る潜
もぐ

る

～魚の目から見た地球温暖化～」と題した講演会

を開催しました。先生は、平成 12年から実験所

周辺の定点海域で定期的に潜水調査し、魚類相の

把
は

握
あく

や行動･生態の観察等を行っておられます。

今回は、その調査成果から知り得た魚類の行動･

生態のほか、地球温暖化の兆候と思われる事例な

どについてスライドを交えて紹介していただき

ました。定員を上回る72名の参加者からは、「大

変興味深く、面白かった」、「もっといろんな話を

聞いてみたい」、「参加してよかった」など、多く

の好評を寄せていただきました。

昼食の後、第 2部として磯の観察路周辺の海

岸･海底清掃活動を行う「クリーンダイブ＆ビー

チ」を開催しました。当センター周辺では、長さ

200mの海岸線に年間 1トンを超える海洋ゴミが

漂着しています。今回は、町内にある石川県立能
の

都
と

北
ほく

辰
しん

高等学校の生徒をはじめ、県内のダイビン

グ愛好者、のとスノーケリング研究会「海もぐら」

のメンバーなど66名が、スクーバ潜水班とスノー

ケリング班、陸上班に分かれて回収作業を行い、

海洋ゴミへの理解を深めていただきました。当日

は、うねりが強く、また前日の雨による透明度の

不良も重なり、決してベストコンディションとは

いえない状況でした。しかし、参加者からは「海

底地形が変化に富んでいて面白かった」、「魚もた

くさん見れた」、「また企画して欲しい」など、一

様に満足していただけたようでした。肝心の海洋

ゴミはというと、重量では車のタイヤが、数量で

はゴルフボールが最も多く、全部で約 190kg が

回収されました。

当センターでは、これまで単独での事業実施が

多かったのですが、今回は様々な機関と連
れん

携
けい

させ

ていただき実施しました。今後は、こうした“連

携”を広め、事業に幅を持たせられればと考えて

います。	 （普及課専門員）

海への感謝 in 能登
―海から地球温暖化を探る･そして海をクリーンに―

福島 広行

クリーンダイブ＆ビーチの参加者

講演会の様子
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のと海洋ふれあいセンター

 : 石川県（環境部自然保護課） 管理運営 :（財）石川県県民ふれあい公社
 : 個人は高校生以上 200 円、団体（20 名以上）160 円、中学生以下は無料
 : 午前 9 時〜午後 5 時（但し、入館は午後 4 時 30 分まで） 
 : 毎週月曜日（国民の祝日を除く）と年末年始（12 月 29 日〜 1 月 3 日）

設 置 者
入 場 料
開 館 時 間
休 館 日

●●●●●●セ ン タ ー 誌 抄

　7月から 12 月にかけての気温を平年値と比較すると、夏
が低めで冬が高めとなり、特に�月は0.�℃低く、12月は1.4℃
も高く推移しており、冷夏暖冬の傾向が見られました。一方、
磯の海水温は、7月に 1.0℃高めとなりましたが、その後は
ほぼ平年並みで推移しています。
　さて、皆さんは平成 16 年 3 月に施行された「ふるさと石
川の環境を守り育てる条例」をご存知ですか？
　これは、石川の自然と人とが共生しつつ、循環を基調とす
る持続可能な社会づくりを目指すためのもので、複雑化する
環境問題に多様な視点で対応するための体制づくりを進める
とともに、県民や事業者、行政、NPOなどが協調して取り
組むべきことを明確化し、規制が必要なものについては新た
なルールづくりを行うための条例です。
　この新たなルールの一つとして、私たちの日々の生活に伴
う環境への負荷や生活様式の変化に伴う里山･里海の荒廃な
どによる希少野生動植物の保護を図るため、「石川県指定希
少野生動植物種」15 種を指定し、捕獲や採取、殺傷、損傷
する行為を原則禁止しています。また、これに違反して捕獲
等された個体の所持・譲渡・譲受も禁止されています。
　現在、海産動植物で指定された種はありませんが、主に海
岸等で見られる陸産動植物で指定された種がありますので、
注意が必要です。詳しくは、石川県のホームページをご確認
下さい。	 （H.F）

2008（平成 20）年 後期（7 〜 12 月）
	7/	1	 平成 20 年度日本海北部地区水産教育研究大会（県立能都北辰高

校主管）の講演会講師として坂井恵一普及課長を派遣
	7/	2	 環境省中央審議会	の 25 名が視察のため来館
	7/12	 ヤドカリ学級「ところてんづくり !」を開催	25 名参加
	7/19-20	 スノーケリング指導者研修会を開催	10 名受講、能登消防署によ

る普通救命講習受講、並びに指導方法の実施
	7/26	 体験スノーケリングを開催	午後	3 名参加
	7/27	 体験スノーケリングを開催	午前	7 名、午後	3 名参加
	7/29-31	 わく・ワーク（Work）体験学習で松波中学校 2年の土幸真衣さん、

南口史織さん、古谷太宏君、能都中学 2年の鈴ヶ峰貴嗣君の 4名
が職場体験を実施

	�/	1	 県立小松高校理数科	46 名が臨海実習を実施
	�/	2	 体験スノーケリングを開催	午前	3 名、午後	5 名参加
	 		 金沢サイエンスクラブの生徒 20 名、教諭 14 名が磯観察を実施
	�/	3	 体験スノーケリングを開催	午前	7 名、午後	5 名参加
	�/	�	 金沢大学理学部の 19 名が臨海実習のため来館
	�/	9	 体験スノーケリングを開催	午前	6 名、午後	6 名参加
	�/10	 体験スノーケリングを開催	午前	12 名、午後	5 名参加
	�/11	 能登半島里山里海体験実習の 34 名が施設見学のため来館
	�/12	 能登少年自然の家主催 ｢能登の海・山まるごと自然体験 ｣の参加

児童 44 名がマーレ教育プログラム受講
	�/16	 体験スノーケリングを開催	午前	10 名、午後	� 名参加
	�/17	 体験スノーケリングを開催	午前	4 名、午後	1� 名参加
	�/23	 体験スノーケリングは荒天のため中止
	�/24	 体験スノーケリングは荒天のため中止
�/30	 体験スノーケリングを開催	午前	5 名、午後	1 名参加

�/31	 体験スノーケリングを開催	午前	4 名、午後	17 名参加
9/13	 ヤドカリ学級「魚つりと魚拓づくり！」を開催	29 名参加
9/14-15	 里山里海国際交流フォーラム能登エコ･スタジアム（能登の里海

エクスカーション）の参加者 22 名	土器製塩を体験（P2参照）
9/24-26	 わく・ワーク（Work）体験学習で小木中学校 2年の村上大介君、

曽良順平君、中町幸司君の 3名が職場体験を実施
9/20-21	 いしかわ自然学校のインストラクター養成課程の受講生 1� 名を

対象にスノーケリング教室と磯の観察会を開催
9/27	 スノーケリング指導者研修会を開催	午前：講演会「日本海	食う

寝る潜る－魚の目から見た地球温暖化－」を開催	72 名参加、講
師は京都大学フィールド科学教育研究センター準教授の益田玲爾
氏。午後：クリーンダイブ＆ビーチを開催	66 名参加、スクーバ
潜水とスノーケリングによる海中清掃、並びに磯の観察路を含む
周辺一帯の海岸清掃を実施（7P参照）

10/11	 ヤドカリ学級「あぶらめつり！」を開催	2� 名参加
10/26	 金沢市で開催された ｢いしかわ里山フェア ｣に土器製塩の体験プ

ログラムを出展し福島広行専門員と横井将大主事を派遣
10/30	 能登の海中林	第 29 号発行
10/30-31	応用生態工学会第 7回北陸現地ワークショップの講演会講師とし

て坂井恵一普及課長を派遣、現地見学会の参加者 40 名が施設見
学のため来館

11/	�	 ヤドカリ学級「巣箱づくり！」を開催	4 名参加
11/20	 県政出前講座の講師として福島広行専門員を穴水町に派遣
11/21	 県政出前講座の講師として東出幸真主任技師を羽咋市に派遣
12/	6	 ヤドカリ学級「海のリースづくり！」を開催	19 名参加
12/13	 ヤドカリ学級「サケのおはなし！」を開催	3 名参加

観 察 路 だ よ り

 2008 年 7 月から 12 月の気温と水温の月変化
	 気温：午前 9時に観測した月別平均値（●）
　　　	 実線は月別の最高・最低気温の範囲を示す
	 水温：午前 9時に観測した月別平均値（○）
　　　	 破線は月別の最高・最低水温の範囲を示す

のと海洋ふれあいセンターだより「能登の海中林」
通巻第 30 号 平成 21 年 3 月 25 日 発行
編集発行 のと海洋ふれあいセンター
住所 石川県鳳珠郡能登町字越坂 3-47（〒 927-0552）
TEL 0768（74）1919（代）: FAX　0768（74）1920
URL: http://www.pref.ishikawa.jp/nmc/index.html
E-mail: nmci@pref.ishikawa.lg.jp
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